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　昨年，20 年毎に行われる「神宮（伊勢神宮）」の「式年遷宮」があったことは記憶に新しい．その
平成 25 年の 1年間の参拝者数は過去最高の 1420 万 4816 人であったそうである．私自身は 2回前の
40 年前に「西日本医科学生総合体育大会」が関西で開催された際に訪れた．
　その遷宮に先駆けて「五十鈴川」に造設される 102　m の和橋が「宇治橋」である．この橋は 20 年
間で 1億人近い人々が渡り参拝するとのことである．
　この「渡り板」は船大工が木造の船を作る際，船底に水が漏れないように施した技法，すなわち
「すりあわせ（木の合わせ目の両面に鋸の目を数回かけて，けば立たせ密着度を増す）」と「こなし
（木殺し．断面を金槌で叩いて一時的にへこませて，その後，木が膨張することで密着度が増す）」な
どの手法で，継ぎ目から雨水が浸透して起こる傷みを防いでいるということを知った．
　20 年という周期は，「木の文化」という一つのサイクルという点もあるが，一方，式年遷宮に携わ
る職人の方々の技の継承をしてゆく，すなわち 20 年前に技術を学んだ先輩が，次の機会に若手に技
術を伝えてゆくという意味でもあるとのことである．
　翻って，そのような悠久ともいえる時間の経過と異なり，私たち外科医の技術の継承，修得を考え
たときに，私たちの周囲には，多くの技術を学ぶ場が直接的・間接的な指導を問わず存在し，若手外
科医の技術の向上に大きく貢献している．ただ長い期間がかかっても，個々の技術に留まらず，外科
医のあり方，考え方など，時間を費やしてじっくりと伝えてゆくものも一方で多く存在しているので
はないかとも思われ，この機会にその重要性も考えてみたいと思っている．
　さて，今回の特集では，「消化器外科での救急医療」としてさまざまな臓器における最新の知見を
各エキスパートの先生方にご執筆いただいた．総論における平田公一先生の玉稿は，前述した直近の
この分野における「問題点」と「あり方」と同時に，少々長いスパンで考えるべき展望を的確にご教
示いただいている．“elective surgery”を学ぶ重要性とともに，救急医療という患者の病変の程度，
範囲さらに重症度に応じた個別化治療に対する多くの外科医の知識と技術の向上，さらに医療現場で
のチーム医療の展開に本特集が寄与することを切望するものである． （桑野博行）
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